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要　　　約

オガサワラボチョウジ（Psychotria homalosperm A. Gray）は小笠原諸島固有の常緑小

高木であり、近年絶滅が危惧されている。また最近の研究から二型花柱性を有することが

わかってきた。本研究ではオガサワラボチョウジの保全を目的として、その分布と現在の

更新状態を知るために、兄島、父島、母島の3島において個体の分布と樹高、根本直径、

および各花型との関係について調査した。分布はいずれの島でも自然度の高い地域に集中

しており、樹高2m以下、根元直径5cm以下の若い個体はほとんど見られなかった。この

結果は何らかの原因でオガサワラボチョウジの更新がうまくいっていないことを強く示唆

している。

Ⅰ．はじめに

海洋島である小笠原諸島には、様々な固有植物が生育している。しかし、これら固有種

の多くはさまざまな人為的影響を受け絶滅の危機に瀕しているため、保全を考える上では

個体数や分布状況の把握とともに更新状態や繁殖様式についても正しく把握する必要があ

る。

小笠原諸島に固有な常緑小高木であるオガサワラボチョウジ（Psychotria homalosperma

A. Gray、図1）は撹乱地には生育しないため、分布域が限られ、現在は個体数の減少が懸

念されている絶滅危惧植物（VU、環境省 2007）である。しかし、具体的な個体数や更新

状態に関する詳しいデータは報告されていない。オガサワラボチョウジは現在、小笠原諸

島の父島列島と母島列島に分布しており、主に兄島の中央台地周辺、父島の中央山周辺お

よび母島の乳房山と石門周辺に集団が残されている。清水（1993）によると聟島列島の聟

島では1980～1991年の現地調査でオガサワラボチョウジの生育が確認されていたという。

しかし、最近の調査では確認されていないため（山本ら、2003）、地域絶滅したものと考

えられる。分布が確認されている父島や母島でも、比較的大きな個体は見られるものの、
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稚樹や実生のような幼個体をほとんど見ることがない。これは何らかの原因で更新がうま

くいっていないことを暗示している。

また最近の研究から、オガサワラボチョウジは二型花柱性という性表現を有することが

明らかになってきた（渡邊ら、投稿準備中）。二型花柱性とは、両性花にメシベが短くて

オシベが長い短花柱花（Short-styled、Sタイプ）とメシベが長くてオシベの短い長花柱花

（Long-styled、Lタイプ）の2つのタイプがあることをいう（Ganders, 1979; Barrett, 1992;

菊沢、1995）。原則として自家不和合性を有し、また異なるタイプ同士での受粉では果実

を作るが、同じタイプの花同士では果実を作らないという花型内不和合性を示す

（Ganders, 1979; Barrett, 1992; 菊沢、1995）。これらの花形態と不和合性は遺伝的にコント

ロールされており、外交配を促進するためのシステムであると考えられている（Barrett,

1992; 西廣、2000; 鷲谷、2006）。二型花柱性の繁殖・維持には、その植物に適した送粉昆

虫の存在が不可欠である（Beach & Bawa, 1980; 鷲谷、2006）。しかし、本来の送粉者であ

ると想定される口吻の長いガ類による訪花はほとんど確認されていない（渡邊ら、投稿準

備中）。かわりに外来種であるセイヨウミツバチが花粉を採取するために訪花しているこ

とが観察された（渡邊ら、投稿準備中）が、セイヨウミツバチは短花筒花のメシベに受粉

することができないこともあり、2つの花型相互への健常な送粉が行われているとは考え

られない。この観察に対応するように結果率（果実数 /開花数）も0.2％～11.3％（2003
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図1 オガサワラボチョウジの花（2003年7月父島）



～2004年調査時）と非常に低いことがわかってきた（渡邊ら、投稿準備中）。こうした送

粉共生系の崩壊は、種子生産の低下による更新の阻害に加えて、花の形態などにも影響を

及ぼしている可能性がある。

そこで本研究では兄島、父島、母島の三島において個体の分布と樹高、根本直径、およ

び各花型との関係を調査し、オガサワラボチョウジの現存個体数や更新状態について考察

した。また花形態に何らかの変化が見られるかについても検討した。

Ⅱ．方法

調査は2003年から2004年にかけて小笠原諸島父島列島の父島と兄島、母島列島の母島

でおこなった。兄島では乾性低木林の広がる中央台地を中心に、父島では中央山東平周辺

を中心にして全域を、母島では乳房山遊歩道の周辺を調査した。

それぞれの調査地において発見したオガサワラボチョウジの個体の樹高、根元直径を測

り、GPSを用いて位置を記録した。花をつけているものは花を、開花のない個体でもつぼ

みがあればそれを採集し、花型（短花柱花：Sタイプ、長花柱花：Lタイプ）を判断した。

樹高と根元直径に関して島と花型の二要因を考慮した二元配置分散分析をおこない、樹

高と根元直径の相関について調べた。また根元直径は樹齢と正の相関していることが予想

されるため、父島において64個体（Sタイプ：34個体、Lタイプ：30個体）の花形態を測

定し、根元直径との相関を調べ、最近の花形態変化の有無を検討した。

Ⅲ．結果

今回の調査では、根本直径や樹高のデータが取れなかったものも含めると父島で約200

個体、兄島で約100個体、母島で約30個体の成木を確認した。分布はいずれの島でも自然

度の高い地域に集中しており（図2－5）、樹高2m以下、根元直径5cm以下の若い個体は

ほとんど見られなかった（図6、7）。各花型の分布に特別な空間構造は見られなかった

（図2－5）。また樹高・根元直径ともに、花型による違いは認められなかった（表1）。樹

高は兄島が他の2島のものより有意に低く、根元直径は兄島の個体が他の2島より有意に

小さかった（表1）。樹高と根元直径との間にはいずれの島でも相関があったが（表2）、直

径が大きくても樹高が比較的低い個体もあった。

根元直径と花形態は両花型とも有意な相関は認められなかったが、短花柱花の花筒長・

オシベ長・柱頭と花粉の距離および長花柱花のメシベ長と柱頭と花粉の距離は負の相関傾

向を示した（表3）。
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図2 兄島におけるオガサワラボチョウジの分布

○；短花柱花（S)、△；長花柱花（L)、■；タイプ不明の個体。右下のバーは500mを示
す。エリアⅠの個体はGPSデータが事故により失われた。エリアⅠ内で確認された個体は
S;37個体、L;16個体。

表1　樹高と根元直径�N：　個体数。�

樹高� 根元直径�

N 平均（ｍ）� SD Ｎ� 平均（ｃｍ）� SD

兄島� S 34 3.03 1.54 26 15.38 5.56

L 20 2.70 1.48 15 13.60 6.74

タイプ不明� 2 2.50 0.71 0 - -

統計(島間）� a a

父島� S 76 4.61 2.04 76 18.93 7.79

L 52 4.61 1.69 52 17.62 6.34

タイプ不明� 69 4.29 2.26 69 14.27 6.16

統計(島間）� b b

母島� S 12 4.33 1.63 11 21.73 7.28

L 8 4.50 1.95 7 20.86 10.59

タイプ不明� 8 1.55 1.55 8 11.25 5.45

統計(島間）� b b

F値� 島間� 17.32 *** 6.61 **

花型間� 0.08 NS 1.65 NS

島＊花型� 0.19 NS 0.03 NS

**P<0.01； ***P<0.001； NS：群間の有意差なし。�

島と花型を考慮した2元配置分散分析のF値を示す。S； 短花柱花、L； 長花柱花、SD； 
標準偏差。島＊花型は交互作用。�
統計（島間）：二元配置の分散分析で島間に有意差が認められた場合、多重比較（ボンフ
ェローによる補正）を行った。�
アルファベット同じ島間には有意差がないことを示す。�
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表3　根本直径と花形態の相関関係�

ピアソンの相関係数と相関検定の結果を示す。�

S； 短花柱花、L； 長花柱花�

S P値� L P値�

花筒長� －0.29 0.10 NS －0.19 0.34 NS

オシベ長� －0.30 0.08 NS －0.03 0.87 NS

メシベ長� －0.20 0.27 NS －0.27 0.15 NS

柱頭長� 0.10 0.58 NS 0.19 0.31 NS

葯長� 0.00 0.99 NS －0.09 0.64 NS

柱頭先端から葯までの距離� －0.25 0.15 NS －0.32 0.08 NS

オシベ長-花筒長� 0.08 0.66 NS 0.32 0.08 NS

NS：95%水準で群間の有意差なし。�

表2　樹高と根元直径の相関関係�

ピアソンの相関係数と相関検定の結果を示す。�

S； 短花柱花、L； 長花柱花、N； 個体数�

S L

N 相関係数� 統計� Ｎ� 相関係数� 統計�

兄島� 26 0.57 * * 15 0.78 * **

父島� 76 0.57 * ** 52 0.47 * **

母島� 11 －0.01 NS 7 0.43 NS

**P<0.01； ***P<0.001； NS：95%水準で有意な相関なし。�
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図3 父島におけるオガサワラボチョウジの分布

○；短花柱花（S）、△；長花柱花（L）、■；タイプ不明の個体。
右下のバーは500mを示す。
最南部の衝立山付近にも分布しているが今回は調査できなかった。
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図4 父島中央山東平周辺におけるオガサワラボチョウジの空間分布

○；短花柱花（S）、△；長花柱花（L）、■；タイプ不明の個体。
右下のバーは200mを示す。
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図5 母島乳房山周辺におけるオガサワラボチョウジの分布

○；短花柱花（S）、△；長花柱花（L）、■；タイプ不明の個体。
右下のバーは500mを示す。
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Ⅳ．考察

1．現存個体数の推定

父島列島では父島と兄島が主な生育地で、他には弟島で数個体～数十個体あるのみと考

えられている（豊田、2003）。父島では、夜明山、中央山、初寝山、時雨山付近で綿密な

調査を行った。高台から双眼鏡による探索も行っており、これらの地域での見逃し個体は

比較的少ないと考えられる。他には衝立山付近にも分布しているとされている（延島、私

信）が、この地域については調査できなかった。父島におけるオガサワラボチョウジの成

木の推定個体数は250～400個体程度であると考えられる。兄島は中央台地の一部を調査

したのみだが、父島よりも豊富な印象だった。これまでの植生調査で兄島全体に分布して

いることが確認されており（清水、1991）おそらく父島と同等かそれ以上の300～1000個

体程度残っている可能性がある。母島列島では、母島のほかに姉島、向島、妹島、姪島で

も分布しているとされている（小野・小林、1985; 豊田、2003）が、最近の調査では再確

認されておらず（藤田、私信）、現存していてもごく少数であると考えられる。母島では

今回調査した乳房山周辺と石門周辺に分布している。石門では今回調査することができな

かったが、環境省のレッドデータ調査では100個体程度が確認されている（藤田、私信）。

見逃し個体を想定しても乳房山と石門周辺の両地域を合わせて母島全体では多くても200

～300個体程度が成育しているものと考えられる。父島列島と母島列島の個体では花序あ

たりの花数などが大きく異なっており(渡邊ら、投稿準備中)、遺伝的にも分化している可

能性があるので、両列島個体群を保護する必要がある。

2．生育環境

オガサワラボチョウジが生育していた地域はすべて自然度が非常に高い地域であり、人

工的な二次林や撹乱地にはいっさい見られなかった。このことはオガサワラボチョウジが

人為的な撹乱に極めて弱いということを示している。主な生育地である乾性低木林では尾

根沿いに生えることもあるが、マイクロハビタットとして小さなくぼ地になっていること

が多く、土壌水分を必要としていることがうかがわれる。本種の保護のためにはぜひとも

このような生育環境を守る必要がある。聟島でオガサワラボチョウジが地域絶滅したのも

生育環境が崩壊したためであろう。なお、母島石門地域では湿性林にオガサワラボチョウ

ジが成育している（清水、1994）。これはオガサワラボチョウジが本来乾性低木林から湿

性高木林まで広く適応していたことを示している。しかし、現在良好な湿性林は石門周辺

にしか残されていない。

兄島では他の2島よりも樹高が低く、根元直径が小さかった。これはおそらく兄島調査
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地である中央台地が乾性低木林であったためだと思われる。いずれの島でも根元直径と樹

高には高い相関が見られた。しかし、樹高はその林での林冠に達すると成長がとまるため、

必ずしも根元直径の大きさとは一致しなかった。

3．更新状況

今回の調査では樹高1m以下、もしくは根元直径が5cm以下の幼樹は父島で1個体確認

されたのみで、実生は全く発見できなかった（図6、7）。毎木調査をしたわけではないの

で見落としている可能性はあるが、意識して探したにもかかわらずこの1個体しか発見で

きなかった。また、母島の石門周辺での調査対象でも全く確認されていない（藤田、私信）。

さらに1976年から10年ごとに行われている父島東平の30m×30mの永久プロットでの毎

木調査でも1976年に実生が3個体あったものの、その後その実生は消え、新たな加入も観

察されていない（清水、1999）。このことは何らかの原因でオガサワラボチョウジの更新

がうまくいっていないことを強く示唆している。更新がうまくいかない主な原因の一つは、

0.2％～11.3％（2003～2004年調査時）という結果率の低さ（渡邊ら、投稿準備中）にあ

ると考えられる。結果率が低い原因としてはまず有効な送粉者の減少が考えられる。オガ

サワラボチョウジの本来の送粉者は、細長い花筒を考慮すると口吻の長いガ類であると考

えられるが、2003～2004年の調査ではこうしたガ類の訪花はほとんど観察されなかった

（渡邊ら、投稿準備中）。小笠原諸島に生育する他のスズメガ媒花と考えられる植物にはム

ニンタツナミソウやオガサワラクチナシなどが挙げられるが、これらの植物でもガ類の訪

花が確認されていない（Abe, 2006）。こうした観察は小笠原諸島ではかつて存在した口吻

の長いガ類が極端に減少している可能性を示唆している。また、2004年の調査で父島・母

島において外来種メジロによる盗蜜が観察された。メジロによる盗蜜は花を完全に破壊し

てしまうため結果率を下げる原因の一つになっていると考えられる。小笠原諸島における

メジロの盗蜜はこれまで栽培種のハイビスカス（上田・長野、1991）と外来種であるセイ

ロンベンケイソウ（上田・唐木、1997）で報告があるものの、固有植物種での観察はおそ

らくこれが初めての報告である。メジロによる大規模な盗蜜は小笠原諸島の固有植物の繁

殖に影響している可能性がある。

しかし、送粉者が少なく、花が被害にあっても、なお最大で10％ほどの結果が観察され

ており（2003～2004年調査時）、結果率の低さだけが更新を完全に阻害しているとは考え

られない。2004年の調査時にはオガサワラボチョウジの種子が外来種であるクマネズミに

被食されていることを確認した。クマネズミは人が小笠原諸島に持ち込んだ外来種で主に

種子食であるため、多くの固有植物の種子を食害し、繁殖に影響を与えている可能性があ
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る（渡邊ら、2003; Abe, 2007）。この被害がどれくらいであるかは不明だが、種子段階で激

減している可能性も考えられる。若い果実は時折観察されるが、熟した果実はほとんど観

察されないという（和田、私信）。熟してすぐに鳥類が食べている可能性もあるが、その

前にクマネズミが食べてしまっているのかもしれない。今後の調査が必要である。なお、

果実を食べるオガサワラヒヨドリなどは在来の鳥類であり、食害というよりはむしろ種子

散布者として役立っていると考えられる。

種子が無事地面に落ちて発芽したとして、実生・幼樹の段階では外来種であるヤギに被

食されている可能性もある。ただし、母島には現在ヤギは生息していない（豊田、2003）。

更新していない原因はおそらく複合的なものだと考えられるため、保護に際してはそれ

ぞれに対する対処を考えていく必要がある。父島東平での調査（清水、1999）では1976年

には少なくとも3個体の実生が確認されていた。また母島の石門周辺の植生調査でも1977

年、1987年には、実生、稚樹が記録されている（清水、1994）。これらのことを考えると

比較的最近に何らかの変化があった可能性もあるが、現時点でそれを特定することはでき

ない。

4．現存個体の維持

開発等によって生息環境が破壊されることは現存個体にとっても危機である。また、オ

ガサワラボチョウジには着生植物がつきやすいことが知られている（豊田、2003）が、父

島のオガサワラボチョウジでは2003年の調査時には11.8％の個体にガジュマルの幼個体が

着生していた（渡邊ら、2004）。ガジュマルは樹木に着生した後、宿主であるもとの樹を

枯らせてしまうため（湯本、1995）、絞め殺しの植物と呼ばれることもある（横山、1995）。

1995年頃ガジュマルコバチが侵入した（Yokoyama, 1996）後、約8年でここまで広がった

ことを考えると、今後オガサワラボチョウジにとってガジュマルは脅威になる可能性があ

る。父島、母島においてはオガサワラボチョウジの生育域のほぼ全体がガジュマルの拡散

範囲と重なるため、今後の被害拡大が懸念される。

5．花形態の変化について

現在のオガサワラボチョウジですでに花形態の変化が起きているかどうかを検討するた

め、樹齢と正の相関を持つと予測される根元直径と花形態の相関を調べた（表4）。しかし、

相互の間に有意な相関は見られず、花形態の変化はまだ生じていないことが示唆された。

長花柱花のオシベがどれくらい花筒から出ているか（オシベ長－花筒長）は、現在の主な

送粉者であるセイヨウミツバチが長花柱花から花粉を採餌できるかどうかを左右するた
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め、繁殖成功率に関係していることも考えられたが、これに関しても有意な相関はなく、

むしろ根元直径が大きいほどオシベが花筒から飛び出る傾向が示された。これは送粉系の

変化が生じてからまだ十分な時間がたっていないこと、またオガサワラボチョウジが現在

更新していないことが原因だと考えられる。今後も注意深くモニタリングしてゆく必要が

ある。

6．繁殖に関する調査の重要性

本研究では小笠原諸島固有種オガサワラボチョウジが、個体数を維持できない状態に瀕

していることが明らかになった。たとえ現時点で個体数が一定以上あったとしても、更新

していなければ確実に絶滅にむかって動き出していることになる。小笠原諸島では詳しい

調査をすれば同様の状況に陥っている植物種が多数あると考えられる。手遅れにならない

うちに繁殖システムや更新状況を調査し、何らかの対策を試みる必要があるだろう。

小笠原諸島のガ媒花植物に関してはこれまであまり調査がなされていない。2003～2004

年のオガサワラボチョウジの花の観察からはガ類の訪花はほとんど観察されなかった。こ

の結果は長い口吻をもつガ類が減少している可能性を示唆しており、他のガ媒花植物につ

いても調査する必要がある。もしセイヨウミツバチなど代替の送粉者によって結実してい

るにしても本来の送粉者が欠如している場合には花形態の変化などが生じる可能性があ

る。とくに、ムニンタツナミソウやムニンカラスウリ、オガサワラクチナシ、ラン類など

の花形態などを早い段階から継続的にモニタリングしていく必要がある。

小笠原諸島では最近いくつかの植物で従来想定されていた性表現とは異なるという発見

が続いた。いまなお、性表現が十分に明らかでない植物が多く残されている。しかし、そ

の多くも絶滅の危機に瀕している。進化の研究と保護の両面でこれらの植物について調査

することが急務であるように思う。

筆者は2004年聟島列島の聟島と媒島でムニンハナガサノキ、およびハハジマハナガサノ

キを調査する機会を得た。媒島ではハハジマハナガサノキがフロラリストに登録されてい

たものの（山本ら、2003）、現存する6個体はすべて雄株であることが判明した。媒島のハ

ハジマハナガサノキは今後有性繁殖することができず、事実上の地域絶滅ということにな

る。固有種保全のためには、フロラや個体数の調査に加えて、性や更新状況などの繁殖に

関するデータも今後収集する必要がある。
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